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【＜概要＞又は＜一般目標： GIO>】

【QOLタスク ライティング中心型】

QOLを測定するために開発された質問表であるSF-36【英語版】に回答することを通して、自己のQOLを評価し、英文レポートとして

まとめる。そのことを通して、医療福祉に携わる者が必要とする言語知識を身につけ、リーディングとライティングの技能の向上させ

る。

[<学習目標＞又は＜行動目標：SB0>】

1. SF-36に回答することができる。

2.英文マニュアルを読んで、 SF-36のスコアリングをすることができる。

3. QOLについての他者の考えや資料（英文）を読んだり聞いたりして理解し、自己のQOL評価の参考にすることができる。

4. SF-36の結果を解釈したことを、レポートに書くという形で説明することができる。

回
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授業計画又は学習の主題

11オリエンテーション、 S-F36の背景

SBO 

番号1学習方法・学習課題又は備考・担当教員

3講義・演習

2IS-F36への回答 1演習

3IFocus on Form (S-F36で使われている語柔や表現に焦点をあてた学習活動） 演習

4スコアリング 2演習

5全国平均との比較及び Focuson Form I 2講義・演習

6 他者の考えや資料の聴解•読解・討論 3演習

7同上 3演習

SIFocus on Form (6回、 7回のタスクで使われていた有用な表現に焦点をあてた学習活動） 講義・演習

9レポートの骨子作成 3,4演習

10レポート第一稿 4演習

111レポート改訂

121Focus on Form (9回～11回のタスクを基にした学習活動）

131レポート校正

141まとめ

:1:：・演習
4演習

振り返り

【使用図書】 く書名＞ ＜著者名＞ く発行所＞ く発行年・価格•その他＞

教科書
（必ず購入する書籍）

参考書
S-F36 Health Survey: Manual & Interpretation Guide. John E. Ware, Jr., Ph.D. Quality Metric (2005) 

その他の資料
授業中に配布する

【評価方法］

レポート、出席、課題へのとりくみ状況、

小テスト

【履修上の留意点］

英和辞書の持参は必須である
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